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写真1 風洞外観 写真2 風洞内部 写真3 振動発生機構
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写真6 製作した固定金具に取り付けたカメラ 写真7 撮影した画像の例
（上段・加振状態、下段 ’静止状態）
4.製作
材料は新規で、調達せずに、以前の実験時の部材などの実験室にあったアルミニウムなどの金属材料を用い
た。カメラ固定ネジのみ 2本購入した。金属加工は工学研究科技術部が提供している桂ものづく り工房を利
用した。
カメラを細長い部材で保持し、かっ上下運動時のブレを可能な限り減らさなければならなかった。最初に
試作した固定金具で試験したところ、プレが大きすぎて画像が使えなかった。その後、部材の厚みを厚くし
ての数回の試行錯誤を経て、研究に使える程度にブレが小さくすることができた。
製作した固定金具に取り付けたカメラの外観を写真6に、撮影した画像の例を写真7に示す。
5. おわりに
今回は既設の実験装置に取り付けるカメラ用の固定金具製作であった。 様々な制約条件下で試行錯誤を経
て実験機器を製作し、研究を支えている。
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